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自殺対策強化月間 自殺対策強化月間 自殺対策強化月間 3月は です 

平成23年 
県内自殺者数 

530人 
※平成23年12月の暫定値 
　自殺統計（警察庁） 

自殺予防の4つの視点 

気づく 

うつ病かも…自殺が心配…と思ったら、「こころの健康相談窓口」へご相談ください 

傾聴 

「あれ？何かへんだな…いつもと違う感じがする…」そんな時は
声を掛けてみましょう。 

　朝早く目が覚めてしまったり、夜中に何度も目が覚めることはありませんか？気分の
落ち込み、不眠等はこころの病気のサインかもしれません。早めにサインをキャッチし、
相談や受診によりうつ病や自殺を予防しましょう。 

〈電話・来所相談〉 
栃木県精神保健福祉センター　☎028－673－8785 
栃木県烏山健康福祉センター　☎0287－82－2231 
那珂川町健康福祉課　　　　　☎0287－92－1119 

〈電話相談〉 
こころのダイヤル　　　　　　☎028－673－8341 
栃木いのちの電話　　　　　　☎028－643－7830

悩みを話してくれたら、時間をかけて、本人の気持ちを尊重し、
できる限り相手の話を真剣に聞きましょう。 

見守る 
暖かく寄り添いながら、じっくりと見守り、自然に声を掛けるなど、
焦らずに対応してみましょう。 

つなぐ 
必要に応じて、専門家への相談を勧めたり、相談窓口に関する情
報を提供してみましょう。 

　毎年、全国で3万人、栃木県では500人を超える
方が自殺によって亡くなっています。そのうち8割の方は、
うつ病をはじめとするこころの病気にかかっていたことがわ
かっています。 
　春は進学や就職、転勤など環境の変化が原因となり、ここ
ろの調子を崩しやすい時期です。統計によると、特に3月は
1年間で最も自殺者が多いことがわかっています。 

　『那珂川町の文化財被災と

復旧の一年』パネル展を馬頭

郷土資料館で3月11日（日）

から5月27日（日）まで開催。 

 5 月24日（木）には同タイト

ルの講演会を馬頭商工会館会

議室にて開催。 
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3月1日現在の人口 
（住民基本台帳） 

（　）内は前月との比較 

男 

女 

計 

世帯数 

9,452人 

9,379人 

18,831人 

　6,111　 
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栃木県指定史跡「武茂城跡」の被災状況 栃木県指定史跡「武茂城跡」の被災状況 
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